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第 11 章 施策の実施計画と経過観察

第１節 実施計画

本史跡の整備事業の実施にあたっては、指定地の公有化や追加指定の状況、市道の付替え時期、市の

財政状況、整備基本計画や各種設計等の策定状況等を考慮するとともに、地域住民や関係者の理解と協

力を得て、段階的に進めていく必要がある。

以上を踏まえ、整備事業の実施計画期間は、Ⅰ期、Ⅱ期に区分する。Ⅰ期整備は、令和３年度（2021）

から令和９年度（2027）までの 7年間、令和 10 年度（2028）以降をⅡ期整備の期間とする。ただし、

指定地の公有化や追加指定、市道付替えの進捗状況、市の財政状況、計画策定の状況、文化財に関する

社会状況等の変化を考慮し、計画内容や期間の再検討を行うものとする。

■Ⅰ期整備で想定される主な事業内容

・整備基本計画、基本設計、実施設計の策定

・必要に応じた発掘調査

・指定地の地形測量

・民有地の公有化

・地形造成・雨水排水

・史跡名称碑の移設

・境界標の設置

・説明板、解説板、名称板等の設置

・寺域内の整備

・園路、寺域外広場の整備

・ガイダンス施設の設置（美馬市立郷土博物館の改修）

・パンフレットの作成

・情報発信

・市道の付替・廃道に向けた関係機関や地域住民との協議・手続

■Ⅱ期整備で想定される主な事業内容

・ガイダンス施設での展示

・情報発信

・保存活用計画の見直しと修正
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第 36 図 整備工事までのプロセス

以下に、Ⅰ期、Ⅱ期での各段階における事業の実施計画を記載する。

第 17 表 実施計画
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Ⅰ期 Ⅱ期

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035～
項目 内容

整備基本計画の策定

基本設計の策定

実施設計の策定

保存活用計画の見直し

整備事業報告書の作成

必要に応じた確認調査の実施

地形測量

美馬市立郷土博物館の耐震調査・設計

追加指定 追加指定(※必要に応じて検討・実施)

市道の付替

市道の廃道

民有地の公有化

構造物の撤去

地形造成

園路・広場整備

雨水排水

遺構整備（遺構表現）

史跡名称碑の移設

境界標の設置

総合解説板・遺構解説板等の設置

管理・便益施設の整備

美馬市立郷土博物館の改修

パンフレットの作成

SNSやインターネットを用いた情報発信

アプリの制作・提供

道の駅での情報発信

ガイダンス施設での展示

計画策定

調査

整備

活用

◎各種調査

・地形測量

・発掘調査

・石材調査等

◎公有化

⑤整備工事④実施設計③基本設計②整備基本計画①保存活用計画

（整備基本構想

を内包）
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第２節 経過観察

本計画で示した保存管理・活用・整備・運営体制に関する方向性や方法に基づき、事業を確実に実施

していくために、施策の内容についての経過観察を行うことが重要である。

経過観察の方法としては、史跡の保存状況、整備に向けた各種計画の策定状況、事業の実施と達成状況、

課題等を把握するための定期的な自己点検の実施が挙げられる。自己点検は、『史跡等・重要文化的景

観マネジメント支援事業報告書』に掲載された自己点検表を参考にシートを作成し、点検評価を行う。

自己点検表は、５年に１回実施する長期評価と、年１回、年度末に実施する短期評価で区分し、いず

れも美馬市教育委員会が主体となって行う。自己点検の結果は、その後の事業内容の修正や保存活用計

画等の見直し時に反映を行うよう努める。

第 18 表 自己点検表案（５年に１回：長期評価）

項目 内容
取組状況

未取組 計画中 取組済 備考

基本情報に

関すること

標識は適正に設置されているか
1 2 3

境界標の設置、現地での範囲の把

握はできているか
1 2 3

説明板は設置されているか
1 2 3

計画策定等

に関するこ

と

保存活用計画は策定されているか
1 2 3

保存活用計画に基づいて実施され

ているか
1 2 3

保存に

関すること

指定、選定時における本質的価値

について十分把握できているか
1 2 3

調査等により史跡等の価値等の再

確認はできているか
1 2 3

専門技術者の参加、連携は図られ

ているか
1 2 3

史跡等の劣化状況や保存環境に係

る調査はされているか
1 2 3

災害対策は十分されているか
1 2 3

保存活用計画に基づいて実施され

ているか
1 2 3

管理に

関すること

日常的な管理はされているか
1 2 3

特別な技術等が必要な部分の管理

はされているか
1 2 3

史跡等周辺の環境保全のために、

地域住民や関係機関との連携が図

られているか

1 2 3

条例、規則、指針等、環境保全の

措置を定め、実行しているか
1 2 3

保存活用計画に基づいて実施され

ているか
1 2 3

公開、活用

に関するこ

と

公開が適切に行われているか
1 2 3

史跡等の本質的価値を学び理解す

る場となっているか
1 2 3

市民の文化的活動の場となってい

るか
1 2 3

体験学習等は計画的に実施してい

るか
1 2 3
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※『史跡等・重要文化的景観マネジメント支援事業報告書』より引用

パンフレット等は活用されている

か
1 2 3

外国人向けの対応はなされている

か
1 2 3

ガイダンス等の施設は十分に活用

されているか
1 2 3

整備に

関すること

整備基本計画は策定されているか
1 2 3

史跡等の表現は、学術的根拠に基

づいているか
1 2 3

遺構等に影響がないように整備さ

れているか
1 2 3

修復において、伝統技術を十分尊

重して実行できたか
1 2 3

整備後に、修復の状況を管理して

いるか
1 2 3

復元展示において、当時の技法、

意匠、工法、材料について十分検

討したか

1 2 3

活用を意識した整備が行われてい

るか
1 2 3

多言語に対応した整備が行われて

いるのか
1 2 3

整備において目指すべき環境等の

姿を実施できたか
1 2 3

整備基本計画に基づいて実施され

ているか
1 2 3

整備基本計画の見直しはされてい

るか
1 2 3

運 営 ・ 体

制・連携に

関すること

運営については適切に行われてい

るか
1 2 3

体制については十分であるか
1 2 3

他部署との連携については十分で

あるか
1 2 3

地域との連携については十分であ

るか
1 2 3

予算に関す

ること

予算確保のための取組はあるか
1 2 3
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第 19 表 自己点検表案（年１回：短期評価） ※整備内容によって修正

※達成度 3：達成できている、2：概ね達成できている、1：達成できていない

項目 内容

取組みの評価

達成度

（１～3）
課題の内容 課題への措置

保存

管理

遺構の保存状態は把握できているか

指定地内の遺構や出土遺物は適切に保存

されているか

現状変更は、取扱基準に基づき適切に実

施できているか

サイン板に老朽化・損傷はみられないか

整備遺構に老朽化・損傷はみられないか

ベンチに老朽化・損傷はみられないか

柵に老朽化・損傷はみられないか

植栽は適切に管理されているか

照明灯は正常に点灯しているか

ゴミ等の不法投棄は認められないか

排水機能に問題はないか

活用

道の駅との連携が十分にできているか

ガイダンス施設との連携が十分にできて

いるか

史跡の情報発信を定期的に行っているか

調査研究の成果や整備状況等の情報発信

を定期的に行っているか

学校教育での活用は年１回以上実施され

ているか

社会教育での活用は年１回以上実施され

ているか

史跡でのイベントは年１回以上実施され

ているか

史跡として適切な活用がされているか

整備

来訪者の安全は保たれているか

遺構表現や解説文は、学術的根拠に基づ

いているか

史跡の価値を理解できる学習の場として

機能しているか

老朽化・損傷した施設や整備遺構の修理

や補修を行っているか

整備検討委員会等の意見・指導に基づき、

適切に実施しているか

整備は計画的に実施できているか

運営

体制

庁内関係各課との連携が図られているか

文化庁や県等の関係機関との連携が図ら

れているか

地域との連携が図られているか

その

他
史跡の価値や計画が理解されているか


